














小石川の伝通院（浄土宗寺院）境内に淑徳女学校を設立したのは，今から 127 年前の 1892 年（明
治 25）である。開校時の生徒はわずかに 5 人であった。私塾ともいえる淑徳女学校は 2 度の経
営危機を乗り越え，次第に名声を高めて創立 10 周年直前の 1903 年（明治 36）3 月，浄土宗会
に貯金 2,000 円を付して寄付を願い出た。浄土宗会は満場一致で申し出を承認し，山下現有管長
は聞声の功績をたたえる賞状を送り，淑徳女学校は同年 4 月 25 日をもって浄土宗の宗立校とな


















　芹川（1991:120）は淑徳婦人会設立の端緒と活動内容を，「1893 年（明治 26）3 月，聞声尼
は淑徳婦人会を結成されました。この会は毎月例会を学校内に開き，名流婦人が集まり，生徒全
員と『阿弥陀経』の訓読をして，名士の講演を聴くことを慣しとしていました。たとえば，明治






れるこの解説内容は，数ある淑徳学校史の中で最も古い 1942 年（昭和 17）出版の広瀬了義編『淑
徳五十年史』をはじめとして，今日まで広く定説化しているものである1）。
　さらに広瀬が淑徳婦人会設立時の経緯を，「輪島聞声尼は学校発展の一策として淑徳婦人会を



























































































2） 「静淑女学校創立並建築緒言（以下，建築緒言とする）」の発表（「浄土教報」第 106 号，
明治 25.4.25）







瀬　1942:6）と記録しているように，5 名のうち 3 名は東京尼衆教場から転校した尼僧であり，
実質的な新入生は 2 名のみであった。一方，教師は内藤恥叟校長，和久正辰教頭，監督・聞声の
ほかに講師 4 名の計 7 名であり，生徒より教師の方が多いスタートである。学科は，正科（3 年
制）と別科（2 年制）の 2 科で構成され，読書，算術，手芸，修身，図画，生花，点茶等の教科
が教授された。
　聞声は 9 月 7 日に開校始業の祝い会を開き，教育者として名高い杉浦重剛など多数の来賓の




聞声は 12 月末の資金難を無事に乗り切ると，1 月 2 日付「読売新聞」に生徒募集の広告を出した。
























うして同年（1893，明治 26）3 月に淑徳婦人会が開設され，同じく 3 月に浄土宗宗議会は淑徳
女学校に対して翌年 4 月より年間 300 円の援助を実施することを可決した。こうした状況のも
とに淑徳婦人会の最初の講話会が開催されたのが 4 月 3 日である。
（3）淑徳婦人会の発起人と初期の入学者
　淑徳婦人会の設立と最初の講話会の内容や，会の規則，発起人などの詳細が「浄土教報」（第
141 号。明治 26.4.15）に大きく報じられている。講話会については，「3 日には，淑徳女学校内
に講話会を開き，内藤恥叟氏勅語衍義並に竹取物語の講話，堀内静宇氏婦人家庭の心得を演説せ
り」と記されている。この記事内容は先述の芹川（1991:120）と同一である。したがって，筆
者が抱いた疑問のうち，第 1 の「開校時 5 名の小規模な学校，しかも 3 年就業の学則で，まだ 1
回も卒業生が出ていない，実績のない学校の開校半年後に，どのようにして淑徳婦人会を結成で
きたのであろうか」については，開設の由来と事実が確認できたことになる。
























































1） 5 月 3 日　神水，久保両氏の説教，杉山泰成氏の演説，空也念仏，和讃，弾琴。（「浄土教報」
第 144 号，明治 26.5.15）
2） 6 月 3 日　伊藤，外山両氏の演説，大鹿愍成師の五戒の法話，放生会。（「浄土教報」第
147 号，明治 26.6.15）
3） 7 月 3 日　堀内静宇，宮沢説音，大内青巒三氏の講話。会員婦人百有余名来会。（「浄土教報」
第 149 号，明治 26.7.5）
4） 10 月 3 日　堀内氏演説，高瀬順達師の法話，音曲，来会者数多。（「浄土教報」第 158 号，
明治 26.10.5）
5） 11 月 3 日（予告）　高津相樹，加藤咄堂両氏の演説予定。（「浄土教報」第 160 号，明治
26.10.25）
などが見られる。毎月の例会が順調に開催されたことがわかる。ここで気になる点が 2 つある。
第 1 は，いずれの記事にも淑徳婦人会の会長名が明記されていないことである。第 2 は，翌
1894 年（明治 27）3 月 5 日に「1 周年総会」が開催されたことが，「浄土教報」（第 173 号，明
治 27.3.5）に報道された後，1899 年（明治 32）11 月 25 日発行の第 379 号まで，「淑徳婦人会」
に関連する記事の掲載が見いだせないことである。









しの言葉のように，1897 年（明治 30）に 2 度目
の経営危機に見舞われた。同年に浄土宗からの援助が年間 400 円に増額されたが，それでも財
政は極度に悪化し，学校の身売り話がなされるほどの深刻な窮状に直面したのである。もしも従









教報」第 357 号，明治 32.4.15）というまでに発展した。そして寄宿舎が新設されたのである。「浄
24
淑徳女学校発展にかかわる淑徳婦人会の変遷と実態














そののち浄土宗を代表する学者として名声を築き，さらに 1899 年（明治 30）に浄土宗最高の役






した翌月，11 月 15 日に河野広中夫人などが出席して淑徳婦人会の組織変更の相談会が開かれた。
郁吉随円の「淑徳婦人会の将来に対する希望」の講話があり，発起人や規則その他が熟議され，
新たな発起人と会則が「浄土教報」第 379 号（明治 32.11.25）に大きく報道された。
（2）名流夫人による淑徳婦人会の再結成





















が選出されたことである。1893 年（明治 26）4 月の淑徳婦人会発足時の発起人 7 名のうち，「河
瀬てる子，河野せき子（関子），家寿多てい子（貞子），三浦とめ子（留子），井上すて子（捨子），
亀岡幸子」の 6 名は継続して発起人に名を連ね，その他の 16 名は新たな発起人である。
　ここで区別を明確にするため，1893 年（明治 26）4 月発足の淑徳婦人会を第 1 期淑徳婦人会，
1899年（明治32）12月発足の淑徳婦人会を第2期淑徳婦人会と整理することにする。そして　1）




　第 4 の特長は，新たな規則として「第 11 条　本会は春秋二季に大会を開くを常例とす」と定
められた点である。ここで初めて春秋 2 回の大会の開催が明示されたわけである。
　第 5 の特長は，来月（12 月）9 日に「盛大な発会式を挙行する予定」との告知である。
　以上が，名流夫人による淑徳婦人会の再結成の概略である。そして予告通り 12 月 9 日に淑徳





　第 2 期淑徳婦人会の発会式の 2 ヵ月後，1900 年（明治 33）2 月 10 日の例会では大内青巒の「淑
徳」と題する講演があり，筆記録が「浄土教報」第 387 号（明治 33.2.15）の紙面 3 頁に記載さ











　10 月 6 日開催の例会では，釈宗演禅師，河瀬秀治，高瀬順達が講演・法話し，会員 150 名が





　翌年（1901，明治 34）2 月 2 日の例会では北野玄峰老師，三宅秀博士，奥村五百子など著名
人の講演があり，4 月 16 日には淑徳婦人会の春季大会が伝通院の大殿で開催された。当日は雨
天にもかかわらず，会員 300 余名が参集したという（「浄土教報」第 431 号，明治 34.4.21）。こ
れまでに筆者が見いだした淑徳婦人会の春秋大会の記録は，見逃している記録が存在するのかも









































に嫁ぎ，4 男 1 女の母親となり，夫の赴任に伴われてロシア公
使館に 3 年いたこともある。1890 年（明治 23）に夫の岩倉具経が病死したため，以降は子女の
薫育に心がけ，温良恭謙な日々を送り，昨年より浅草婦人会の会長となり，一昨年の秋より淑徳
婦人会の会長の任についた（安藤　1903:119～123）。
　『教会の婦人』が発行されたのは 1903 年（明治 36）であるので，文中の「一昨年の秋」とい
うのは 1901 年（明治 34）秋と考えられ，岩倉梭子の淑徳婦人会会長の就任もまた 1901 年（明
治 34）秋と考えるのが至当である。この観点に立てば，1899 年（明治 32）の名流夫人による第





治 34）に，入院している。壮健であった聞声が 50 歳（満 49 歳）を迎え，それまでの無理が災
いしたのか，重病に罹り入院を余儀なくされた。そして入院中の病床で淑徳女学校の将来を熟慮
し，浄土宗への寄付を決断したのである。退院後に黒田真洞や関係者に決意を伝えると，一部に




　聞声が浄土宗に淑徳女学校を寄付した直後の 5 月 2 日に，盛大な創立 10 周年記念祝賀会が開
催されたことは本論文の「研究の目的」で概述した。祝賀会の 800 人余の来賓を接待するのに
尽力したのが淑徳女学校の関係者や淑徳婦人会の会員であり，会を代表して挨拶したのが会長・






淑徳婦人会の附帯事業として 1905 年（明治 38）に，淑徳女学校内に女子清韓語学講習所を設立

















　女子清韓語学講習所の第 1 回卒業式は 1906 年（明治 39）7 月 19 日に行われ，岩倉梭子校長
より卒業生山口だい子，片根清子，野村寿恵子，安藤貞子，大塚春子，加藤みよ子の 6 名に卒業
証書が授与された。このとき同講習所の在校生は 28 名であった。卒業式の様子が「読売新聞」









治 38）1 月からである。『吾輩は猫である』第 1 章が好評を博し，連載は第 11 章にまで及んだ。



































　第 2 期淑徳婦人会では毎月の例会のほかに，春と秋の 2 回，小石川植物園などを会場に大会
を開いていた。この春秋 2 回の大会は評判を呼び，次第に参加者が増え，当時の知識階層の婦人
団体の白眉と称されるまでになり，新聞紙上に大きく取り上げられた。「読売新聞」では 1911











































えている。そして黒田真洞校長が退任し，聞声も退任を決意して 1912 年（明治 45）5 月，淑徳
高等女学校に別れを告げた。
（2）盛大な告別式（送別式）並びに淑徳婦人会解散
　5 月 12 日午後 1 時半から東京小石川の伝通院の本堂で，聞声の功績を顕彰する告別式（送別会）
が盛大に開催された。当日の様子を「時事新報」や「浄土教報」など新聞各紙は大きく報じている。



















したので，去月（11 月）に会長・岩倉梭子邸に幹部等 40～50 人が集まり，悲壮な解散式を行っ
た，というものである。
　淑徳女学校の創立の翌年の 1893 年（明治 26）に第 1 期淑徳婦人会が結成され，1899 年（明
治 32）に第 2 期淑徳婦人会が再結成されて，合計 20 年にわたり淑徳女学校・淑徳高等女学校の
発展に寄与してきた淑徳婦人会が閉会されたのである。聞声自身は退任を表明したあとも，浄土











































































































2 河瀬てる子 2 1
3 河野せき子（関子） 3 2 1 1 1 1 政治家・河野広中夫人
4 家寿多てい子（貞子） 4 3 2 2 2 2
5 三浦とめ子（留子） 5 4 3 3 三浦博士夫人
6 井上すて子（捨子） 6 5
7 亀岡幸子 7 6
8 伊沢千世子（千勢子） 7 4 4 3 3 教育者・伊沢修二夫人
9 岩佐徳子 8 5 5 4 4 岩佐純男爵（宮中顧問官）夫人








18 児玉周子 17 児玉淳一郎夫人
19 城所高子 18
20 三宅藤子（とめ子） 19 7 7 6 6 三宅秀博士夫人
21 守田市子 20
22 鈴木代子 21
23 須田静子 22 8 8 7
24 佐藤静子 9 9 7 8 佐藤男爵夫人
25 大倉夏子 10 10 8 9 大倉男爵夫人
26 小野よし子 11 11 10 小野金六夫人
27 安田ふさ子 12 12 11 安田善次郎夫人
28 中山幸子 13 13 12 中山信安（幕末志士）夫人
29 前田とみ子 14 14 13
30 堀江初子 15 15 14
31 西邑初子（西村） 16 16 15 西村虎四郎（三井家理事）夫人
32 藤田きく子 17 17 16





（1） 淑徳婦人会の結成は，1）1893 年（明治 26）4 月と，2）1899 年（明治 32）12 月の 2 回行
われたことがあきらかとなった。本稿では，1899 年（明治 32）12 月以降の記述では区別
するため，1）を第 1 期淑徳婦人会，2）を第 2 期淑徳婦人会と呼ぶ。
（2） 第 1 期淑徳婦人会では 7 名の発起人がおり，第 2 期淑徳婦人会の発起人は 22 名であり，第

























 4） 「読売新聞」1911 年（明治 44）5 月 15 日朝刊が，淑徳婦人会の春季大会が小石川植物園で
35
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5 月 13 日に盛大に開催されたことを報じている。その詳細は本稿の「4．淑徳婦人会の隆盛　
（4）小石川植物園での春秋大会」参照。






 7） 「日出国新聞」は，明治後期の東京の有力新聞の一つ「やまと新聞」が，1900 年（明治 33）
から 1904 年（明治 37）までの期間，「日出国新聞」と改題して発行した新聞名である。「や























 Wajima Monjo established the Shukutoku girls’school on the grounds of Denzu-in, Jodo Shu 
temple in Koishikawa, Tokyo in 1892, the twenty-fi fth year of the Meiji Era. In the beginning, the 
school had just fi ve students.
 Though it was a private school, there were numerous business challenges that had to be 
addressed. However, Wajima Monjo overcame the situation and the number of students steadily 
increased as the school built a good reputation within the fi rst ten years. The school saw a lot of growth 
in the latter half of the thirtieth year of the Meiji Era.
 Information about the school trend was frequently published in newspapers and this caught 
the attention of people.
 There are several elements that led to the advancement of the school. I will discuss activities 
of the Shukutoku Women’s Society, which was built and supported by Wajima Monjo.
 I will also aim to clarify who are the originators of the Shukutoku Women’s Society which was 
formed two times and what are the transition of activities and the current situation of the society.
Keywords: Shukutoku Girls’School, Shukutoku Women’s Society, Wajima Monjo, Girls’education
The Transition of the Shukutoku Girls’School and the 
Status of the Shukutoku Women’s Society
Mina  YONEMURA
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